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研究成果の概要（和文）：2007 年に福岡県久山町の生活習慣病予防健診を受診した40 歳以上の3271名を対象に，身体
組成と心血管病および死亡の関連を検討した．まず，体重あたりの除脂肪割合あるいは体脂肪率と心血管病の有病率を
横断的に検討した結果，除脂肪割合が多いほど心血管病の有病率は有意に低かった．体脂肪率と心血管病有病率の関連
はなかった．続いて，対象者の健診受診日から平成25年4月7日までの追跡調査の成績を用いて，全身の除脂肪度（筋肉
量/身長の二乗）と総死亡および死因別死亡の関係を検討したところ，全身の除脂肪度は総死亡，循環器死亡，悪性腫
瘍死亡，呼吸器死亡の独立した危険因子であった．体脂肪率は死亡と関連しなかった．

研究成果の概要（英文）：The aims of the present study were to investigate the relationships of body compos
ition (whole body fat-free mass[FFM] and fat mass[FM]) with the risk of cardiovascular disease and mortali
ty in a prospective study of 2937 community-dwelling Japanese participants aged 40 years or older. First, 
we evaluated cross-sectionally the relationships between FFM (%FFM) and FM (%FM)per weight  and the preval
ence of cardiovascular disease. The prevalence of cardiovascular disease significantly decreased with high
er the level of %FFM. Nonsignificant association was observed between %FM and the prevalence of cardiovasc
ular disease. Next, we prospectively investigated the relationships between FFM index (FFM/height2, kg/m2)
 and age- and sex-adjusted and multivariable-adjusted all-cause and cause-specific death. As a result, FFM
 index was inversely associated with the risk of all-cause, cardiovascular, cancer, and respiratory death,
 independent other risk factors of cardiovascular disease.
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１．研究開始当初の背景 
身体組成は体重を構成する要素の総称で

あり，主に除脂肪組織と脂肪組織から成る．
そのうち，筋肉量（骨格筋）は除脂肪組織の
約 40％を占める．これまで，全身の筋肉量あ
るいは脂肪量と死亡との関係をみた前向き
コホート研究の成績(Heitmann et al, 2000; 
Zhu et al, 2003; Bigaard et al, 2004) では，
全身の筋肉量が多いことや脂肪量が少ない
ことは，互いに独立して死亡リスクを高める
ことを報告している．しかし，これらの知見
は欧米人による成績であり，日本人一般住民
を対象とした疫学研究の成績はほとんどな
い． 

 
２．研究の目的 
福岡県久山町の住民を対象とした前向き

追跡調査の成績より，全身の除脂肪量および
脂肪量が心血管病の有病率とその危険因子，
総死亡，および死因別死亡に与える影響を検
討した． 
 
３．研究の方法 
（１）2007 年の久山町生活習慣病予防健診を
受診した 40 歳以上の地域住民のうち，身体
組成が評価できた 2937 名（男性 1274 名，女
性 1663 名）を対象に，以下の課題について
検討した． 
①2007 年の健診受診時に計測した全身の除
脂肪または脂肪レベル別に，心血管病の有
病率，心血管病危険因子を横断的に比較す
ること． 

②対象者それぞれの健診受診日から2012年4
月 7日まで前向きに追跡し，追跡開始時の
全身の除脂肪または脂肪レベル別に，性・
年齢調整した総死亡率とその相対危険を
比較すること． 

③年齢，性，収縮期血圧，降圧薬服用，糖尿
病総コレステロール，BMI，喫煙，飲酒，
および定期的な運動を調整した多変量解
析において，全身の除脂肪または脂肪レベ
ルが総死亡および死因別死亡に与える影
響を検討すること． 

 
（２）対象者の追跡調査は以下の方法を用い
て行った． 

①1961 年より継続して行われている久山町
生活習慣病予防健診を本研究期間中も行
い，問診や診察で心血管病の既往歴を確認
した． 

②健診未受診者や久山町外転出者には，アン
ケートを用いて病歴を確認した． 

③死亡時には同意が得られた対象者に対し
て病理解剖を行い，死因をより正確に同定
した． 

 
４．研究成果 
（１）2011 年度は全身の除脂肪量を体重あた
りに換算した％FFM(Fat-free mass）または
体脂肪率（％FM）と心血管病およびその危険

因子の関係を横断的に検討した．2007 年の久
山町の生活習慣病予防健診を受診した 40 歳
以上の 3271 人（受診率 76.0％）のうち，身
体組成が評価できた 2937 名（男性 1274 名，
女性 1663 名）を解析対象とした．％FFM およ
び％FM の分布は男女とも正規分布を示した． 
 次に，％FFM および％FMを男女別に 4分位
し，これらのレベル別に年齢調整した心血管
病有病率および心血管病危険因子を比較し
た．その結果，％FFM のレベルが上昇するほ
ど男性の心血管病の有病率は有意に減少し
た（傾向性 p<0.001）．加えて，％FFM レベル
上昇に伴い，男女の収縮期血圧，拡張期血圧，
降圧薬服用，糖尿病，総コレステロール，肥
満は有意に減少し，HDL コレステロールは有
意に増加した（全ての傾向性 p<0.01）．一
方，％FFM は心電図異常，喫煙，飲酒，およ
び定期的な運動習慣と関連しなかった．％FM
と心血管病の有病率には一定の関連を認め
なかった．以上の結果から，全身の％FFM は，
年齢とは独立して男性の心血管病有病率と
男女の心血管病危険因子，特に血液生化学所
見と関連することが示唆された． 
 
（２）2012 年～2013 年度は，2007 年の健診
で身体組成を評価できた者のうち，心血管病
および悪性腫瘍のない 2284 名（男性 943名，
女性1341名）を2012年4月7日まで追跡し，
全身の除脂肪および脂肪のレベルと総死亡
および死因別死亡の関連を検討した．体格の
影響を考慮するために，全身の除脂肪量の指
標には FFM index（除脂肪量÷身長×身長）
を，脂肪量の指標には体脂肪率を用いた．死
因は ICD10 によって循環器死亡（I00-I99），
悪性腫瘍死亡（C00-C97），呼吸器死亡
（J00-J99.8），およびその他に分類した．追
跡中に 82 例の死亡をみた．性・年齢調整し
た総死亡のハザード比は FFM index が高い群
ほど有意に低かった（傾向性 p<0.0001）．多
変量解析で年齢，性，収縮期血圧，降圧薬服
用，糖尿病，総コレステロール，BMI，喫煙，
飲酒，定期的な運動を調整しても，この関連
に変わりなかった（傾向性 p<0.0001）．一方，
体脂肪率と総死亡は一定の関連を認めなか
った．死因別にみると，FFM index は循環器
死亡，悪性腫瘍死亡，および呼吸器死亡と有
意な負の関連を認めた．FFM index はその他
の死亡と関連しなかった．これらの関連は多
変量調整後も変わりなかった（表１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上より，日本人地域住民において全身の

除脂肪量は心血管病および死亡に関連する



因子であることが示唆された． 
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